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資料３ 目指すべき将来像と東京都の駐車対策における検討の方向性
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◆ゼロエミッション東京の実現に向け、道路空間の再配分等により、人中心の魅力の高い空間を創出
し、居心地がよく歩きたくなるウォーカブルなまちづくりを実現

◆サステナブル・リカバリーの観点を踏まえつつＤXを推進し、コンパクトでスマートな都市を実現

目指すべき将来像（2040年代）

ゼロエミッション東京 ウォーカブルなまちづくり ＤＸの推進 新型コロナ危機を契機とした

都市づくり
2050年CO2排出実質ゼロ
を目指し、2030年のカー
ボンハーフを実現するため、
再エネやグリーン水素の活
用など、あらゆる手段を用
いて具体的な取組を推進

新たなまちの魅力向上へ
向けた公共空間の活用促
進を図り、都市のにぎわ
いや魅力を創出するため
の取組を推進

ICTを活用し、シームレ
スな移動を可能とする
MaaSや、５Gを活用し
た自動運転環境の整備等
の取組を推進

サステナブル・リカバ
リーの考え方に立脚した
強靭で持続可能な都市づ
くりを推進（自転車利用
環境の更なる充実等）

３．目指すべき将来像と東京都の駐車対策における検討の方向性

 今後の駐車対策における基本的な考え方を取りまとめる上で、目指すべき将来像を想定

３－１－１ 目指すべき将来像
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３－１－２ 検討の方向性

① 人中心のまちづくりを推進する多様な施策と連携し、あらゆるモビリティを包含した、

駐車場の地区マネジメントを推進

② 効果的・効率的な総合駐車対策の推進（ハード、ソフト施策の組合せ）が必要

③ 地区特性に応じた関係法令等の柔軟な対応が必要

（駐車場条例（附置義務、地域ルール）、まちなか

ウォーカブル、ほこみち、立地適正化計画等）

④ CO2実質ゼロや防災・減災に貢献する駐車対策の推進が必要

⑤ MaaS、自動運転等の先端技術や新たなモビリティに

対応した駐車施設のあり方を検討

検討の方向性

 目指すべき将来像の実現に向けて、以下の５点を重点的に検討

 目標年次は2040年代とするが、概ね10年後（2030年頃）も含め段階的に設定

出典：国土交通省資料
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検討① 人中心のまちづくりと連携した駐車対策（あらゆるモビリティを対象に）

（１）まちなかウォーカブル推進事業等、人中心のまちづくりと連携した駐車対策の推進
（２）道路空間の再編に際し、様々なモビリティの駐車・乗降スペースの確保を検討
（３）需要に応じた共同荷さばきスペースの複数配置、にぎわいの連続性を分断しない車両動線の検討
（４）人中心のまちづくりに向けた、あらゆるモビリティを対象（自転車、自動二輪車・原動付自転車・観光バス・荷さばき貨物車・工事車両等）

とした駐車対策の検討

■道路空間の再編の検討事例（例：西新宿）
・道路空間の再配分による車線数の削減と新たなモビリティの走行空間の創出
・当該地への不適切駐車車両に対する交通管理者と連携した路上駐車対策の推進

民間敷地等 道路空間 民間敷地等

次世代
モビリティ等

自転車通行空間

デッキ エレベーター
（建物内）

敷地内
貫通通路

一体的な活用

建物低層部の機能更新

車道幅員を縮小

■歩行者空間利便増進道路（ほこみち）制度の取組事例（例：姫路市）
・まちなかウォーカブル推進事業を用いた駐車場出入口の設置制限や歩行者利便増
進道路（ほこみち）制度を活用した道路空間の再編など、歩行者空間の創出へ向
けた施策の連携した取組を実施

整備前 整備後

出典：日経BP出典：日経BP

■共同荷さばきの設置や交通規制の取組事例（例：池袋駅）
・にぎわい拠点をつなぐ主要な道路の車両通行規制を実施し、歩行者空間を創出
・需要に応じた荷さばきスペースの複数配置や適正な交通規制の徹底

通行規制中
池
袋
駅

ｻﾝｼｬｲﾝ
ｼﾃｨ

南
北
区
道

共同荷さばき
スペース

ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾒｰﾀｰ

その他既存時間貸し駐車場

荷さばきルールの適用範囲

車両通行禁止規制の道路

規制により自動車が通れない道路

一方通行規制

駐停車禁止の場所

駐停車禁止の場所(時間及び曜日指定)

荷さばき車が駐車可能な時間貸し駐車場

共同荷さばきスペース

パーキング・メーター(貨物車用)

パーキング・メーター(車種指定なし)

その他の既存時間貸し駐車場

凡 例
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＜主な施策＞

出典：第１回西新宿地区再整備方針検討委員会資料 出典：豊島区資料に加筆



検討② 効果的・効率的な総合駐車対策の推進（ハード、ソフト施策の組合せ）

（１）カーブサイドの利用と地区特性を考慮したタイムシェアの実施による効率的な利用の促進
（２）リアルタイムな満空情報等、きめ細かい情報の発信による既存ストックの活用
（３）料金設定による駐車場利用の分散化

■カーブサイドの利用（イメ―ジ）
・共同荷さばきスペースや乗降空間の創出へ向け、柔軟なカーブサイドの活用が可
能となるようフレックスゾーンを整備

・時間帯により、乗降、荷さばき、パークレットなどの様々な地区のニーズに対応

■きめ細かい情報発信の取組事例（例：羽田空港）
・オンラインでの満空情報の提供による既存駐車場への誘導と既存ストックの活用

飲食店等の移動車両の
駐車スペースとして活用

早朝・夜間にぎわい空間を生み出す
店舗スペースとして活用

配送車両の荷さばき
スペースとして活用

駐車対策や安全対策として、
ライジングボラード等を設置

日中

パーソナルモビリティ等へ
の乗降スペースとして活用

出典：東京都「第5回自動運転社会を見据えた都市づくりのあり方検討会」に加筆

出典：羽田空港

３．目指すべき将来像と東京都の駐車対策における検討の方向性

5

＜主な施策＞

カーブサイドを活用したカーシェアリングステーション例（国道15号）
出典：国土交通省に加筆

出典：羽田空港駐車場

通常期料金
1,530円

多客期料金
GW・夏季・年末年始

2,140円

■料金による利用分散の取組事例（例：羽田空港）
・需給量に応じた料金の設定による駐車場利用の分散化



検討③ 社会経済状況の変化や地区特性に応じた柔軟な駐車対策の推進

（１）稼働率の低い駐車場や民地等、四輪から多様なモビリティへの転用に向けた検討
（２）地域ルールの策定促進や立地適正化計画による駐車場の転用等、配置適正化
（３）ユニバーサルデザインを考慮した駐車場整備の検討

■地域ルールによる附置義務台数の緩和と地区貢献策の実施
・駐車場附置に係る地域ルールの策定促進
・地区特性に応じた附置義務基準の策定
・附置義務台数の低減でメリットを受ける建築主等による地域の課題解決に
資する取組を促進

■バリアフリーの取組事例
・バリアフリーに配慮した動線の最適化や徹底した段差解消など、ユニバーサルデザ
インを考慮した施策の展開やインセンティブについて検討

〇地域貢献策の実施
（集約駐車施設の整備等）

≪策定可能エリア≫

・駐車場整備計画を定めた区域

・低炭素まちづくり計画の駐車機能集約区域

・都市再生駐車施設配置計画の区域

・鉄道駅周辺概ね半径500mかつ人中心のまちづくり等の

位置づけのある所（検討中）

・立地適正化計画の駐車場配置適正化区域（検討中）

・都市再生整備計画の滞在快適性等向上区域（検討中）

出典：国土交通省総合政策局「パーキング・パーミット制度事例集」
車いすマーク区画及びプラスワン区画の設置
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＜主な施策＞
■立地適正化計画と連携した駐車対策の取組事例（例：福井市）
・立地適正化計画に基づく駐車場配置適正化区域の設定により、地域の特性に応じて、
駐車場の転用や配置を適正化
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検討④ CO2実質ゼロや防災・減災

（１）急速充電器の整備に係る支援制度の拡充等、環境負荷低減機能の付加
（２）パークアンドライドの導入やフリンジ駐車場の配置等、公共交通利用の促進
（３）災害時の駐車場スペースの利用へ向け、防災備蓄倉庫の整備等、防災機能の付加向上

■環境負荷の少ない駐車施策の取組事例
・急速充電器の整備に係る支援制度の拡充やメリットを検討し、設置を促進

■災害対策等に寄与する駐車場の取組事例
・ショッピングセンター等との災害時に係る協定を締結
・防災備蓄倉庫の整備等、避難場所としての機能を強化

急速充電器の設置事例（舎人公園駐車場）

災害時の一時的な緊急避難場所の例（葛飾区亀有）
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＜主な施策＞

■都内のパーク＆ライドの取組事例
・地域特性に応じたパーク＆ライドの導入や駐車場の配置等、公共交通利用の促進

交通ICパーク＆ライド（パーク24にて、都内21地域で実施）
出典：パーク24 出典：国土交通省「「道の駅」第3ステージ推進委員会」

無停電設備（蓄電池・移動用発電機）防災倉庫 防災トイレ

施設の要件

＜仕様＞
・ 一時避難所としての施設
 ハード：耐震化、無停電設備、防災倉庫・トイレ
 ソフト：災害協定、防災訓練、事業継続計画策定

【参考】道の駅における防災機能
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検討⑤ MaaS、自動運転等の先端技術や新たなモビリティに対応

（１）MaaSの活用、満空情報の発信やオンライン予約・決済の高度化など、ＤＸの推進を活用した駐車施策の展開
（２）新たなモビリティやシェアリングに対応した乗降スペースの確保等について検討
（３）自動運転車や新たなモビリティの普及による駐車スペースの合理化
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将来イメージ

駅周辺駐車場等の活用、ショットガン方式の
配車により、必要最小限の乗降スペース

バ
ス
停

駅

タ
ク
シ
ー
乗
降
場

MaaSにより鉄道と
バス・タクシー等との
乗り換えをスムーズ化

一般車乗降場

モビリティ・ハブ

バ

ス

バ

ス

荷さばきスペース/
シェアリングの乗降場

障害者用乗降スペース

憩い・集い・滞留空間

出典：東京都「第5回自動運転社会を見据えた都市づくりのあり方検討会」

■駅前広場での取組
・サイクルポート等のモビリティ・ハブを創出し、駅前に多様なモビリティを
充実させ、MaaSにより鉄道からのスムーズな乗り換えを実現

・憩い・集い・滞留空間を創出し、有事の際の退避スペースや防災拠点として
活用

■MaaSとの連携・駐車場のDX化
・様々な管理主体が提供する満空情報等を共有し、最適な駐車場利用を推進

＜主な施策＞

■新たなモビリティへの対応
・新たなモビリティや自動運転の普及による駐車マスの小型化に対応した駐車ス
ペースの合理化等

出典：第５回自動運転社会を見据えた都市づくりのあり方検討会（東京都）

※車両サイズ4.8m×1.7mに
対して駐車マス
5.0m×2.0m
とした場合

6.0m

2.5m

10.0m
現在

5.0m

2.0m

将来

乗降・歩行スペース
の余幅が不要

駐車マスの縮小により
駐車可能台数が増加

10.0m


